
第１号様式（第４条関係） 

開  発  構  想  届 

 

（ 宛先） 京   都   市   長 年   月   日  

届出者の住所（法人にあっては，主たる事務所の

所在地） 

 京都市○○区○○町○○○番地 

届出者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

 株式会社 ○○ 

  代表取締役 △△△△ 

     電話 075－×××－×××× 

 

京都市土地利用の調整に係るまちづくりに関する条例第６条の規定により届け出ます。 

開 発 事 業 者 

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

 京都市○○区○○町○○○番地 

氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

 株式会社○○  代表取締役 △△△△  電話 075－×××－×××× 

代  理  者 住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

  

氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

                        電話   － 

 

土  

  

地 

地  名  地  番 
京都市 ▲▲ 区 ▲▲町●●番地 

用  途  地  域 
商業地域(過半)， 

第 2 種住居地域 
防火地域 

□防火地域 □準防火地域 

□指定なし 

 

その他の地域又は

地区 

 

□  メートル第  種高度地区  
 

 

□美観地区（ 旧市街地型   ）□建造物修景地区（            ） 

□自然修景保全地区（    ）□眺望景観（遠景デザイン保全区域       ） 

□風致地区（        ）□歴史的風土保存区域（          ） 

□近郊緑地保全区域（    ）□宅地造成工事規制区域 

□屋外広告物規制区域（ 第３種 ）□屋外広告物等特別規制地区 

□その他（                               ） 

土 地 の 面 積 １１，０００  平方メートル 

指 定 建 蔽 率 ７４ パーセント 指 定 容 積 率  ４８０ パーセント 

開

発

構

想

の

概

要 

主 な 用 途 物品販売業を営む店舗 工 事 の 種 別 
□新築   □増築 

□用途変更 □開発行為 

階 数 ３階 

建 蔽 率 約      ３2 パーセント 容 積 率 約   9１ パーセント 

建 築 物 の 高 さ 約                           １２  メートル 

 計 画 部 分 既 存 部 分 合 計 

建 築 面 積 約 3,500 平方メートル 約 ０ 平方メートル 約 3,500 平方メートル 

延 べ 面 積 約10,000 平方メートル 約 ０ 平方メートル 約10,000 平方メートル 

用途ごとのおおよ

その面積 

物品販売業を営む店舗面積 約▼▼㎡ 

共同住宅面積 約××㎡ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

敷地に係る全ての用途地域を

記載するとともに，用途地域が

複数にまたがる場合について

は過半である用途地域を記入 

25 

15 

 

三 

届出日を記入 

代理者に委任され

る場合は記入 

 

敷地が，指定建蔽率・

指定容積率が異なる地

域にまたがる場合は按

分した数値を記入 

 

地区が複数にまたがる

場合は全て記入 

 

✔ 

記 入 例 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好なまちづくり

を推進するために

配 慮 す る 事 項 

開発事業を通じて

地域社会の一員と

して担おうとする

役割に係る事項 

 

 

 
（例 地域コミュニティの活性化等） 

・ 当該開発により立地を予定する店舗は，現在の多様なライフスタイルや消

費者ニーズに対応した多様な商品を提供できる複合型店舗であり，この総合

スーパーとしての特性を生かし，地域の方々の交流の場として，積極的に祭

りやイベント等の地域活動の場としての役割を果たし，地域経済の活性化及

びコミュニティ活動の一助も担っていくことを企業方針として，地域社会へ

貢献していきます。 

（例 店舗の特性・利便性の向上等） 

・ 高齢化が見込まれる地域への出店に当たり，全国展開するチェーン店の特

性である物流の強みを活かし，充実した品揃えを行うことにより，地域に不

可欠な存在となることを目指します。 

町並みとの調和に

係る事項 

 

 

 
（例 建築物の意匠） 

・ 開発区域である○○地域は，○○の自然条件や○○の歴史的町並みなどの

地域特性を有しており，これらを生かして，建築物の形態，意匠，配置等を

総合的に計画します。 

・ 隣接する良好な町並みの景観保持のため，低層部には周辺の京町家と連続

する庇を設け，外壁の色調を合わせるなどの配慮をします。 

・ 町並みにおける建築物の圧迫感を低減するため，分節化の工夫を行います。 

（例 緑化による周辺環境との調和） 

・ 周辺環境に憩いを与えている既存の樹木については，伐採を極力回避でき

るように建物を配置します。 

生活環境との調和

に係る事項 

 

 

 
（例 周辺の住環境への配慮） 

・ 隣接する住宅へ与える圧迫感を低減するとともに，開口部の配置などプラ

イバシーにも配慮した建物計画とします。 

（例 駐車場の配置等） 

・ 開発地域に隣接する○○街道は，生活道路かつ通学路にも指定されている

ため，駐車場の出入口はメイン道路である○○道路側のみとし，回転灯等の

安全施設を設置し，安全対策を図ります。 

・ 深夜時間帯における営業も想定していますが，駐車場内において，車両の

不要なアイドリング，クラクション及び空ふかしを禁止するよう指導等を行

い，周辺環境への対策を徹底します。 

その他地域社会へ

の配慮に係る事項 

 

 

 

 
 

 

 
（例 地域行事への参加） 

・ 出店後は，開発区域である○○地域に古くから伝わる催事に積極的に関わ

ることで，地域の活性化に貢献すると共に，自治会活動に積極的に関わるな

ど，地域と共存共栄を目指します。 

（例 周辺施設との関係） 

・ 計画地は幹線道路に面し，その歩道が近隣の○○小学校の通学路であるた

め，通学時間帯はガードマンによる入退場車両の誘導を適切に行います。 

（例 災害時等非常時における役割） 

・ 災害時には広場を避難場所として開放し，地域拠点とすることを見据え，

施設のバリアフリー化を図り，その役割を果たせるよう，環境を整えます。 

（例 地元住民への説明方法・工事期間中の意見調整等） 

・ 地域コミュニティの実情に応じ，自治連合会ごとに説明会を行い，きめ細

やかな対応を行います。更に，説明会後も現地に意見箱を設置し，地域のみ

なさまとの信頼関係を強めながら，工事を進めていきます。 

説 明 会 の 日 時 平成○年○月○日（△）19 時 説 明 会 の 場 所 ××会館会議室 

必要な申請等の種類 建築確認申請，京都市中高層条例届出，開発許可申請，大規模小売店舗立地法の届出 

注 1 該当する□には，✓印を記入してください。 

   ２ 「指定建蔽率」とは敷地に建築可能な建築面積の敷地面積に対する割合を，「指定容積率」とは敷地に建築可能な延べ

面積の敷地面積に対する割合をいいます。 

   ３ 「建蔽率」とは建築物の建築面積の敷地面積に対する割合を，「容積率」とは建築物の延べ面積の敷地面積に対する割

合をいいます。 

   ４ 説明会の日時の欄及び説明会の場所の欄は，説明会の予定が決まっていない場合については，記入する必要はありませ

ん。 

開発事業又は開発事業後の事業活動による，地域社会に対する貢

献に関する考え方を記入 

建築物，緑地等の配置，連続性その他周辺の町並みに対する配慮

に関する考え方を記入 

周辺の土地利用，道路状況等を踏まえた配慮に関する考え方，

その他周辺の生活環境に対する配慮に関する考え方を記入 

その他，地域への丁寧な説明等に係る配慮事項，生態系への配

慮事項，地域の歴史及び文化的特性に対する配慮事項など，上

記以外の地域への配慮に関する考え方を記入 

※工事中の安全配慮など短期的な対応に留めることなく，地域

に進出するに当たっての中長期的な展望を記載するなど，記入

方法を工夫してください。 

まちづくり条例の届出以降の

主な手続を記入 

条例では，良好

なまちづくりの

推進を図るた

め，『地域社会へ

積極的に貢献す

ること』を事業

者の責務として

規定しておりま

す。 

そこで，事業者

のみなさまが，

今後，地域に進

出するに当た

り，将来への展

望を含めた事業

内容の公共的価

値や地域貢献に

ついて，広く市

民のみなさまへ

周知をしていた

だくよう，記入

方法を工夫して

ください。 


